
先端教育研究実践センター年報, 2025, 25, 1-10 論文｜プロジェクト研究（企画） 
 

2022 年度東北大学教育学部新カリキュラムに関する報告

（第 3 報） 
―3 年次末の進路決定状況についての速報― 

 

神谷哲司・後藤武俊・佐藤克美・若島孔文・甲斐健人・小嶋秀樹 

東北大学大学院教育学研究科 

 
要約 

 本研究は，2022 年度(令和 4 年度)入学生から始まった新たな学部専門教育課程のあ

りかたを検討するため，指導教員が決定し１年経ち，進路選択の意思決定を求められ

る 3 年次後期授業終了時に学生を対象にアンケート調査を実施し，進路選択意思決定

状況ならびに希望する進路の状況を明らかにすることを目的とした。2025 年 1 月 16
日から 1 月 31 日までの間実施されたオンライン調査で 51 名（回収率 68.0%）から回

答が得られた。主な結果は以下の通り。2 年次で高かったコース所属感はやや減少し

たが，コース所属感よりも研究室所属感の方が高いことが示された。4 年次進級時の

感情価については，よりアンビヴァレントであり個人差も大きかった。進路選択状況

については，大学院進学，公務員，民間就職と概ね本学部の卒業生の実績と同様の割

合を示すとともに，進路をより明確に絞り込みながらも，多様な活動を行っているこ

とがうかがえた。大学生活や学部での学びの満足度は全体としては満足している傾向

が示されたものの，そうでない学生も一定数確認され，その背景について検討する必

要性が指摘された。 
キーワード；カリキュラム，教育学，進路選択，学部教育，大学院進学 

 
【背景と目的】 

 2022 年度入学生から始まった東北大学教育学部の新カリキュラムについて，これ

まで，コース意思決定を行った 1 年次終了時(神谷・後藤・佐藤・小嶋・野口,2023)，
ならびに指導教員決定を行った 2 年次終了時（神谷・後藤・佐藤・若島・小嶋・野口,2024）
における希望進路等，新カリキュラムに関するアンケートの結果について報告してき

た。前報（神谷ほか，2024）では，卒業後の進路の検討先についての 1 年次との比較

において，「東北大学への大学院進学」は大きく減少はしていないものの，全体として

民間企業の多さは変わらず，国家・地方公務員の選択肢を新たに選ぶ学生の多さが顕

著であった。また，大学院の進学についても，必ずしも教育学研究科だけではなく，

学内外の他研究科も含めて，多様に検討している姿が示唆されていた。 
 こうした流れを踏まえて，本報においては最終学年である 4 年次への進級を控え，

進路意思決定についても本格化する３年次終了時点における進路決定状況を中心とし
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た基礎集計を報告する。なお，本報告は本企画研究を年度内で報告する必要から，デ

ータ収集開始から２週間でのデータをもとに速報として報告を行うものである。 
 

【方法】 

 ３年次のカリキュラムを終えようとする時点において，2022 年度入学の学部３年

生を対象にアンケート調査を行った。アンケートは Google Forms で作成され，フォ

ームの冒頭に調査の趣旨と，2022 年度入学生の新カリキュラム 1 期生を対象とした

追跡調査であることを踏まえて協力依頼が説明されるとともに，協力は任意であるこ

と，入力にあたってはメールアドレスが収集されること，そのメールアドレスは追跡

調査のデータ連結のためだけに使用され，分析担当者以外は目にしないこと，分析に

あたってはメールアドレスが削除されたものを分析に使用し，統計的に処理するとと

もに，自由記述欄のコメントも誰のものかわからないものとして処理すること，など

が明記された。 
 調査時期は，2025 年 1 月 16 日の夕刻に，1 月 31 日を一端の締め切りとして対象

となる学生にアンケート協力依頼のメールを一斉に配信するとともに，学部の掲示版

や SNS で協力を呼び掛けた。その後，3 度にわたるリマインダメールを送信し，同月

31 日 19 時時点でのデータを今回の分析対象とした。調査対象となった学部 3 年生の

在籍人数は 75 名であり，そのうち 51 名から協力が得られたこととなる（回収率

68.0％；教育学コース 20 名，教育心理学コース 31 名）。 
 3 年次の具体的な調査項目は以下の通り。 
Q1: 現在所属するコース：教育学コースと教育学コースの 2 択で尋ねた。 
Q2: 所属するコースへの意識（コース所属感）：現在所属しているコースについてどの

ように認識しているのかについて，「あなたは，現在所属しているコース（教育学コー

ス，教育心理学コース）について，以下のようなことについてどのように感じていま

すか。「そう思う(5)」から「そう思わない(1)」の中から，最も当てはまるもの 1 つに

チェックを入れて下さい」と尋ねた。質問項目は，原田・滝脇(2014)の社会的居場所

尺度などを参考に独自に 5 項目作成した。 
Q3: 現在の研究室所属（指導教員の決定状況）：留学，休学，習得単位不足等の理由で

3 年次終了時においても研究室所属（指導教員）が決定していない学生もいる可能性

があることから，調査時点で指導教員が決定しているかどうかを尋ねた。また，Q3-2
として，Q2 で尋ねたコース所属感の「コース」の表記を「現在の指導教員の研究室」

に置換し，所属する研究室に対する所属意識(研究室所属意識)を尋ねた。選択肢も「そ

う思う(5)」から「そう思わない(1)」の 5 件法であった。 
Q4: 所属する研究室について，2 年次希望調査時点での希望順位:現在所属する研究室

について，2 年次の希望する指導教員の本調査での希望順位について尋ねた。 
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Q5: 4 年次進級にあたっての気分：1 年次に指導教員決定について考えた時の気分，2
年次に 3 年次に進級するにあたっての気分を尋ねたのと同様，「現在，最終学年への

進級を控えて，東北大学での学びもまとめの時期となり，卒業研究に取り組むことに

なります。このことについて考えた時，今あなたはどのような気持ちですか。」と尋ね，

「非常にあてはまる(6)」から「ほとんどあてはまらない(1)」の 6 件法で回答してもら

った。1,2 年次同様，感情価の測定については，一般感情尺度（小川・門地・菊谷・鈴

木，2000）の 24 項目のうち，3 つの下位尺度（肯定的感情，否定的感情，安静状態）

から 4 項目ずつ採用し，12 項目尋ねた。分析に際しては下位尺度ごとに平均値を算出

した。内的整合性は，肯定的感情でα=.94，否定的感情でα=.89，安静状態でα=.85
であった。 
Q6: 卒業後の希望進路（複数回答）：2 年次と同様，「卒業後の進路について現時点で

検討しているもの」を複数回答で回答してもらった。その際，2 年次と同様，1 年次に

おいて選択肢にあった「東北大学の大学院進学」という選択肢を「東北大学大学院教

育学研究科への大学院進学」と「東北大学の他の研究科への大学院進学」に細分化し

て，9 項目とした。 
Q7: 卒業後の希望進路（単一回答）：さらに Q6 の希望進路選択先から，「現時点で あ
なた自身が卒業後の進路として第 1 志望としているものはどれですか？」と尋ねた。 
Q8: 卒業後の進路決定に関する活動状況として，「大学院進学のための情報収集や勉

強」「公務員試験の勉強」「教員採用試験の勉強」「その他資格取得のための勉強」「大

学院入試対策講座の受講」「公務員講座・教採対策講座の受講」「企業のインターンシ

ップに参加」「業界研究や企業研究」「セミナーや就活フェアに参加」「キャリア支援セ

ンターの個別相談の活用」「就職エージェントの活用」「就職支援団体の活用（専属メ

ンターとの面談など）」「起業準備中あるいは既に起業中」「進路決定のための自己分析」

「その他」についてそれぞれ該当するものをチェックしてもらった。 
Q9: 大学での学生生活全体についての満足度：昨年同様「大変満足している（5）」か

ら「まったく満足していない（1）」の 5 件法で尋ねた。 
Q10: 教育学部での学びの満足度：3 年次も終わり学部専門科目の履修も終盤を迎え

ていることから，教育学部での学びの満足度について，「現時点における東北大学教育

学部での学び（学修状況）についての満足度をお聞かせください。」と尋ね，「大変満

足している（5）」から「まったく満足していない（1）」の 5 件法で回答してもらった。 
 
【結果と考察】 

まず，Q2 コース所属感についてみてみると，「3.今でも現在所属するコースでよか

ったのか悩んでいる」，「4.現在所属するコースには自分の居場所があると感じている」

の 2 つ以外はいずれも，「そう思う」「ややそう思う」で 80％を超えており，先の 2 項
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た基礎集計を報告する。なお，本報告は本企画研究を年度内で報告する必要から，デ

ータ収集開始から２週間でのデータをもとに速報として報告を行うものである。 
 

【方法】 

 ３年次のカリキュラムを終えようとする時点において，2022 年度入学の学部３年

生を対象にアンケート調査を行った。アンケートは Google Forms で作成され，フォ

ームの冒頭に調査の趣旨と，2022 年度入学生の新カリキュラム 1 期生を対象とした

追跡調査であることを踏まえて協力依頼が説明されるとともに，協力は任意であるこ

と，入力にあたってはメールアドレスが収集されること，そのメールアドレスは追跡

調査のデータ連結のためだけに使用され，分析担当者以外は目にしないこと，分析に

あたってはメールアドレスが削除されたものを分析に使用し，統計的に処理するとと

もに，自由記述欄のコメントも誰のものかわからないものとして処理すること，など

が明記された。 
 調査時期は，2025 年 1 月 16 日の夕刻に，1 月 31 日を一端の締め切りとして対象

となる学生にアンケート協力依頼のメールを一斉に配信するとともに，学部の掲示版

や SNS で協力を呼び掛けた。その後，3 度にわたるリマインダメールを送信し，同月

31 日 19 時時点でのデータを今回の分析対象とした。調査対象となった学部 3 年生の

在籍人数は 75 名であり，そのうち 51 名から協力が得られたこととなる（回収率

68.0％；教育学コース 20 名，教育心理学コース 31 名）。 
 3 年次の具体的な調査項目は以下の通り。 
Q1: 現在所属するコース：教育学コースと教育学コースの 2 択で尋ねた。 
Q2: 所属するコースへの意識（コース所属感）：現在所属しているコースについてどの

ように認識しているのかについて，「あなたは，現在所属しているコース（教育学コー

ス，教育心理学コース）について，以下のようなことについてどのように感じていま

すか。「そう思う(5)」から「そう思わない(1)」の中から，最も当てはまるもの 1 つに

チェックを入れて下さい」と尋ねた。質問項目は，原田・滝脇(2014)の社会的居場所

尺度などを参考に独自に 5 項目作成した。 
Q3: 現在の研究室所属（指導教員の決定状況）：留学，休学，習得単位不足等の理由で

3 年次終了時においても研究室所属（指導教員）が決定していない学生もいる可能性

があることから，調査時点で指導教員が決定しているかどうかを尋ねた。また，Q3-2
として，Q2 で尋ねたコース所属感の「コース」の表記を「現在の指導教員の研究室」

に置換し，所属する研究室に対する所属意識(研究室所属意識)を尋ねた。選択肢も「そ

う思う(5)」から「そう思わない(1)」の 5 件法であった。 
Q4: 所属する研究室について，2 年次希望調査時点での希望順位:現在所属する研究室

について，2 年次の希望する指導教員の本調査での希望順位について尋ねた。 
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Q5: 4 年次進級にあたっての気分：1 年次に指導教員決定について考えた時の気分，2
年次に 3 年次に進級するにあたっての気分を尋ねたのと同様，「現在，最終学年への

進級を控えて，東北大学での学びもまとめの時期となり，卒業研究に取り組むことに

なります。このことについて考えた時，今あなたはどのような気持ちですか。」と尋ね，

「非常にあてはまる(6)」から「ほとんどあてはまらない(1)」の 6 件法で回答してもら

った。1,2 年次同様，感情価の測定については，一般感情尺度（小川・門地・菊谷・鈴

木，2000）の 24 項目のうち，3 つの下位尺度（肯定的感情，否定的感情，安静状態）

から 4 項目ずつ採用し，12 項目尋ねた。分析に際しては下位尺度ごとに平均値を算出

した。内的整合性は，肯定的感情でα=.94，否定的感情でα=.89，安静状態でα=.85
であった。 
Q6: 卒業後の希望進路（複数回答）：2 年次と同様，「卒業後の進路について現時点で

検討しているもの」を複数回答で回答してもらった。その際，2 年次と同様，1 年次に

おいて選択肢にあった「東北大学の大学院進学」という選択肢を「東北大学大学院教

育学研究科への大学院進学」と「東北大学の他の研究科への大学院進学」に細分化し

て，9 項目とした。 
Q7: 卒業後の希望進路（単一回答）：さらに Q6 の希望進路選択先から，「現時点で あ
なた自身が卒業後の進路として第 1 志望としているものはどれですか？」と尋ねた。 
Q8: 卒業後の進路決定に関する活動状況として，「大学院進学のための情報収集や勉

強」「公務員試験の勉強」「教員採用試験の勉強」「その他資格取得のための勉強」「大

学院入試対策講座の受講」「公務員講座・教採対策講座の受講」「企業のインターンシ

ップに参加」「業界研究や企業研究」「セミナーや就活フェアに参加」「キャリア支援セ

ンターの個別相談の活用」「就職エージェントの活用」「就職支援団体の活用（専属メ

ンターとの面談など）」「起業準備中あるいは既に起業中」「進路決定のための自己分析」

「その他」についてそれぞれ該当するものをチェックしてもらった。 
Q9: 大学での学生生活全体についての満足度：昨年同様「大変満足している（5）」か

ら「まったく満足していない（1）」の 5 件法で尋ねた。 
Q10: 教育学部での学びの満足度：3 年次も終わり学部専門科目の履修も終盤を迎え

ていることから，教育学部での学びの満足度について，「現時点における東北大学教育

学部での学び（学修状況）についての満足度をお聞かせください。」と尋ね，「大変満

足している（5）」から「まったく満足していない（1）」の 5 件法で回答してもらった。 
 
【結果と考察】 

まず，Q2 コース所属感についてみてみると，「3.今でも現在所属するコースでよか

ったのか悩んでいる」，「4.現在所属するコースには自分の居場所があると感じている」

の 2 つ以外はいずれも，「そう思う」「ややそう思う」で 80％を超えており，先の 2 項
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目も 80％弱であったことから概ね所属するコースに対する所属感は得られているこ

とがうかがえるが，2 年次ではおおむね 90％を超えていたことから，コースへの所属

感は若干減少している方向にある可能性が示された（Table1）。 
 

 
 

 一方，研究室の所属感については，「1.現在所属する研究室を選んでよかったと思っ

ている。」「2.現在の指導教員の下で研究を進めるのが楽しみだ。」「5.現在所属する研

究室での学びで自分が成長できそうだと感じている。」の 3 項目で「そう思う」「やや

そう思う」が 90％を超えており，研究室への所属意識の方がより強くなっている様子

がうかがえている(Table2)。 
 

 

そう思う
やや
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

1.現在所属するコースを選んでよかったと思って
いる。

32 15 2 1 1

2.現在所属するコースのカリキュラムで学ぶの
が楽しみだ。

23 19 7 2 0

3.今でも現在所属するコースでよかったのか悩
んでいる

2 6 4 18 21

4.現在所属するコースには自分の居場所がある
と感じている

17 23 7 3 1

5.現在所属するコースでの学びで自分が成⻑で
きそうだと感じている。

25 18 7 1 0

N =51

Table1  コース所属感

そう思う
やや
そう思う

どちらとも
いえない

あまりそう
思わない

そう
思わない

Q3̲2̲1.現在所属する研究室を選んでよかったと
思っている。

39 9 2 1 0

Q3̲2̲2.現在の指導教員の下で研究を進めるのが
楽しみだ。

30 17 3 0 1

Q3̲2̲3.今でも現在所属する研究室でよかったの
か悩んでいる。

4 3 6 15 23

Q3̲2̲4.現在所属する研究室には自分の居場所が
あると感じている。

27 16 3 4 1

Q3̲2̲5.現在所属する研究室での学びで自分が成
⻑できそうだと感じている。

30 20 1 0 0

N =51

Table2  研究室所属感
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 所属研究室の希望順位については，第 1 希望が 86.3%，第 2 希望が 11.8%，本調査

での第 1，2 希望ではなかった者が 2.0%であり概ね希望する研究室に所属しているこ

とが示された（Figure1）。 
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 Q6 の卒業後の進路として検討していること（複数回答）について，Figure2 に示す。

これも参考値として 2 年次の数値(N=57)を示すが，データは必ずしも対応してはいな

い。ただ，すべての選択肢において 2 年次に比して度数は減少している。その理由を

確認するために，複数回答である Q6 の質問において 1 人あたりいくつの選択肢にチ

ェックしていたかを確認すると，2 年次では 1 人あたり 2.23 個（SD=1.02）チェック

していたが，3 年次では 1.69 個（SD=0.64）であり進路が絞り込まれてきていること

がわかる。 
 

 
Figure2 卒業後の進路として検討していること（複数回答） 
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教育学研究科への進学，国家公務員・地方公務員，民間企業就職がそれぞれ 14 名とな

っており，概ね 1/3 ずつとなっている（Figure3）。これはおおむね本学部の進路状況

を反映しているものであり，先述の進路が絞り込まれている状況とともに概ね卒業後

の進路が定まってきていることを示すものであるともいえよう。ただ，進路を複数回

答で尋ねた Q6 では，1 名の回答者が選択した項目数の最大値が 4 であったこと，「ま

だ決まっていない」「まだ考えられない」にチェックした学生もそれぞれ 4 名，2 名お

り，進路に悩む学生がいることも見逃すわけにはいかないであろう。また，参考まで

に，Figure3 には 2 年次のデータも付しているが，これも必ずしも 3 年次データと回

答者は対応していないので，その点留意が必要である。その点を踏まえて 2 年次との

進路について比較してみると，教育学研究科への院進学と国家公務員・地方公務員が

増加し，民間企業就職が減少していることが確認できる。この東北大学大学院教育学
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研究科への院進学が増加した点については，教育学研究科以外の東北大学の大学院へ

の進学，ならびに他大学への大学院への進学が減少している点を踏まえると，研究室

所属を踏まえて，本研究科への進学を選ぶようになった可能性も考えられるが，デー

タが対応していない点を踏まえると，2 年次に比して 3 年次では院進学者が本アンケ

ートにより多く協力している可能性もあり得，この点についてはデータを対応させた

縦断データで確認をする必要があろう。 
 

 
Figure3 卒業後の進路として検討していること（単一回答） 

 
 Q8 では，卒業後の進路決定に関する活動状況を尋ねたところ，「企業のインターン

シップに参加」が 27 名と最も多く，ついで「大学院進学のための情報収集や勉強」

「進路選択のための自己分析」が 21 名，「業界研究や企業研究」「セミナーや就活フェ

アに参加」が 20 名となっていた。先の択一式による第 1 志望の進路選択の設問では，

東北大学大学院教育学研究科への進学，国家公務員・地方公務員，民間企業就職がそ

れぞれ 14 名となっていたことを踏まえると，それぞれ進路として第 1 志望は定めつ

つも，様々な選択肢について検討。吟味をしていることがうかがえる。 
 Q9,Q10 では，東北大学での学生生活の満足度と，現時点での東北大学教育学部で

の学びの満足度について尋ねた（Figure5,6）。これらの質問についても参考までに 2
年次のデータ(N=57)1を併記しているが，個票は必ずしも対応していない。東北大学背

の学生生活（Q9）については，「大変満足している(5)」と「4」で 2 年次と同様 82%
ほどであり，概ね満足しているものと思われる。また，教育学部での学びの満足度に

ついても，「大変満足している(5)」と「4」を合わせて 2 年次では 77.2%であったのが，
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3 年次では 82.3%となっており微増している。ただし，「2」を選択した者も 2 年次で

は 5.3%であったのが，3 年次では 11.8%となっており，満足できていない学生も増え

ていることが見て取れる。 

 
Figure4 卒業後の進路決定に関する活動状況 

 

 

Figure5 現時点での東北大学での学生生活満足度 
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Figure6 現時点での教育学部での学びの満足度 

 
【まとめ】 

本報告では，2022 年度より開始された新カリキュラムについて，2022 年度入学の

1 期生（2024 年度の 3 年生）を対象に進路選択状況を中心に検討することを目的とし

た。主な結果として，以下の点が確認された。1）コース所属感は 2 年次末よりも減少

している傾向が確認されたが，研究室への所属感は「そう思う」「ややそう思う」との

回答が 90％を超えており，コースというよりも研究室への所属感が意識されているこ

とがうかがえた。2) 対応付けられたデータではないので，解釈に留意は必要であるが，

4 年次進級時の感情価については，2 年次に比べて肯定的感情が減少し否定的感情が

増加しており，また，安静状態も含め分散（標準偏差）が大きくなっていることが確

認された。3) 卒業後の進路として検討していることも複数回答では，2 年次よりも全

般的に選択される数が減少しており，3 年次末になって進路が絞り込まれてきている

ことがうかがえた。また，大学院進学，公務員，民間企業就職の割合が概ね 1/3 ずつ

であり，本学部の実際の進路選択状況と同様の結果が示されていた。4) 一方で，進路

決定に関する活動状況に目を向けると，「大学院進学のための情報収集や勉強」「進路

選択のための自己分析」「業界研究や企業研究」「セミナーや就活フェアに参加」とい

った活動が 20 名を超えており，進路を一つに絞りつつも，多様な活動を行っている

可能性も示唆された。5）こちらも対応のあるデータではないため留意が必要ではある

が，東北大学での学生生活や教育学部での学びについて 8 割前後が概ね「満足してい

る」との結果であった。一方で。教育学部での学びについてどちらかと言えば満足し

ていないを示す「2」を選択した者も 11.8%おり，その背景について検討する必要があ

るものと考えられた。 
繰り返しになるが，本報告における 2 年次とのデータの比較は，神谷ほか（2024）
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3 年次では 82.3%となっており微増している。ただし，「2」を選択した者も 2 年次で

は 5.3%であったのが，3 年次では 11.8%となっており，満足できていない学生も増え

ていることが見て取れる。 

 
Figure4 卒業後の進路決定に関する活動状況 

 

 

Figure5 現時点での東北大学での学生生活満足度 
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Figure6 現時点での教育学部での学びの満足度 
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ていないを示す「2」を選択した者も 11.8%おり，その背景について検討する必要があ
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で報告されている統計値との照合であり，本報告で協力が得られた 3 年次のデータと

の対応がついているわけではない。今後，1 年次からのデータについて対応づけるこ

とで，より精緻な学生生活に対する意識のトラジェクトリを明らかにするとともに，

新カリキュラムのねらいであった学部からの大学院進学者の増加がどの程度果たされ

たのかについての検証を行うことが求められる。 
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課題名 VUCA の時代におけるへき地小規模小学校の 
教員の在り方と可能性 
―東アジアの山村地域の小規模学校の比較を中心に― 

 
研究代表者名 劉    靖 （グローバル共生教育論コース） 

研究組織等 陳   栄政 
康   杏镁

王   澤霖

熊    賽 

（台湾政治大学教育学院） 

（台湾政治大学教育学院） 

（グローバル共生教育論コース） 

（グローバル共生教育論コース） 

 

研究の目的と方法 

【1】 研究目的：本研究は、東アジアの山村地域の小規模小学校の教員に着目し、当

該地域の小規模小学校の教育実践と課題に関する調査を通して、予測不可能な

時代におけるへき地小規模小学校の教員の在り方とその可能性を明らかにす

ることを目的とする。 

【2】 研究方法：本研究の分析に用いるデータは、日本、台湾、中国を含む東アジア

の山村地域の小規模小学校およびこれらの学校の教員に関する資料や報告書

および関係者によるインタビュー調査結果である。具体的に、2000 年以降ユ

ネスコや各国の教育省や研究機関に発表された山村地域の小規模小学校に関

する資料や報告書を整理し、これらの小規模学校の教員の現状と課題をまとめ

る。次に、台湾の共同研究者の協力を得て、現地の山村地域の小規模学校の教

員を対象にし、聞き取り調査（現地またオンラインで）を行った。異なる国や

地域のデータを比較した。 

 

研究経過 

（（１１））22002244 年年 66 月月--1100 月月：：準準備備段段階階  

2000 年以降発表されたへき地小規模学校に関する政策や報告書や研究論文

（特にへき地小規模学校（特に教員に関する内容）を整理し、その現状と課題

をまとめる。纏めた結果に基づき、日本、中国および台湾の小規模学校の教員

に対する聞き取り調査の質問票などをデザインした。また、インタビュー調査

の内容を検討した。 

 

（（２２））22002244 年年 1100 月月--1111 月月：：展展開開段段階階 aa  

現地の台湾政治大学教育学院の協力を得て、台湾の小規模学校の教員および

関係者との聞き取り調査（現地調査：台北市郊外・台中市郊外および台南市郊

外の小規模学校にて調査を行った。 
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